












































































































































































著衣の表現に眼を移すと、 衣はやや厚めで、 吊り袈裟の採用によってより複雑な表現となり、 内衣に衣文を数条






年代 くだるほど、胸前の弛みが増え、複雑さが増していく傾向にある。快慶以後の展開については、著衣形式は先の形式について選択的 なり、華美な装飾と形式的な肉取りや衣文線の処理が目立つ傾向 あるこ は一見して明らかである。
知恩院像の著衣形式は、右胸の衣の弛みを造る形から、第二形式に当て まることが窺われるが、吊り袈裟を


















































（）  山本勉「安阿弥様阿弥陀如来立像の展開―着衣形式を中心 ―」 （ 『佛 藝術』一六七、一九八六）
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（）  三宅久雄「仏師行快の事蹟」 （ 『美術研究』三三六、一九八六）
 
副島弘道「阿弥陀如来像
 北十万」 （ 『日本彫刻史基礎資料集成
 鎌倉時代造像銘記篇四』 、二〇〇六）
（
（）  前掲注３『阿弥陀さま』
【付記】
　
調査について総本山知恩院文化財保存係及び関係者のご協力を得た。来歴に関しても当局にご教示頂いた。末筆ながら記して
心よりの謝意を表したい。
